
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和３年７月１２日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第124号

令和３年５月分交付金概算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和３年５月分の交付金概算単価が
公表されましたので、概算払いを行います。

また、５月分の公表された交付金単価は乳用種については、21,420.5円の
交付となります。肉専用種・交雑種の発動はありませんでした。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和3年5月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）をご覧くだ
さい。

トピックス

•令和3年5月分の単
価（概算払）が公表さ
れました。

•５月分の交付金交付
は、7月28日（水）を予
定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～和牛交雑ともにジリ高へ、乳去勢は強い 出荷減で底堅い展開か、内食需要は停滞～ 

 6 月の牛枝肉価格は、緊急事態宣言が延長されたことで前月に続き軟調に推移。その後、

オリンピック開催がほぼ確実になったこと、ワクチン接種のスピードが加速し、小幅ではあ

るものの価格が回復の兆しをみせつつある。飲食店での酒類提供が再開されれば外食需要

が活発化するとみられるが、感染再拡大の懸念もあり予想は難しい。 

 5 月の牛枝肉価格は、4 月の過熱ぶりから一転して軟調だった。和牛は去勢 A5 が前月比

148円安の 2,683円（前年同月比 447円高）、同 A4は 236円安の 2,409円（同 574円高）、

同 A3 は 286 円安の 2,219 円（同 601 円高）、同 A2 は 417 円安の 1,806 円（同 343円高）

と急落。和牛に連動して、交雑牛も B4が 6円安の 1,803円（同 372円高）、B3が 33円安

の 1,681 円（同 398 円高）、同 B2 は 44 円安の 1,547 円（同 410 円高）と下押し。ただ、

量販店等が交雑牛にシフトしたため下げ幅は和牛に比べ小さかった。 

 一方、乳去勢は北米産が品薄な状況が続いていることや経産牛などのミンチ材など、より

単価の安いスソ物の引き合いが強いことから続伸しており、B2で 50円高の 1,085円（135

円高）となり、C2も 1,051円と高止まりした。 

 飲食店では売上が減少し利益確保もままならない状況。時短協力金等の支給遅れなども

あって資金繰りが悪化。ホテル関係は宴会の件数は絶望的で昨年とは異なり婚礼は行われ

ているが、披露宴での酒類提供はできず規模が縮小。このため、従来ならひっ迫感が強まる

ヒレがだぶつき高級部位の在庫過剰感は強まった。テーブルミートは各社で焼肉の販売が

強化され、牛肉の売上を伸ばした。 

 今後は①飲食店の酒類提供再開、②緊急事態宣言解除、③ワクチン摂取の浸透が需要回復

の鍵になるが、オリンピック開催を控え 7 月は需要が回復し引き合いが良化する見通し。

第4波も懸念され不確定材料が多いが緩やかにジリ高へ。和牛去A5で2,750円～2,800円、

A4で 2,400円～2,450円、A3で 2,200円。交雑種は去勢 B3で 1,650円。 

 

 

★外国人を対象とした和牛肉の嗜好性調査について 

（独）家畜改良センター 尾花尚明 氏 

 重点品目の一つである牛肉では、これまで国内一体となった輸出拡大の取り組みにより

2019年実績では 297億円と目標額 250億円を大きく上回る成果が得られている。わが国固

有の和牛肉（黒毛和種）は、世界的にも類をみない脂肪交雑であり、やわらかく、多汁性に

富み、「和牛香（わぎゅうこう）」と呼ばれる甘く脂っぽい香りが特徴的な和牛肉を輸出先の

さまざまな国の外国人を対象に和牛肉の嗜好性を調査しています。 

 宜しかったら、一読してみてください。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌 7月号 抜粋） 












